


本書掲載のプログラムやデータを使用して発生した障害、損害、運用結果に関して、著者、関連プログ
ラムの開発元/提供元、および㈱技術評論社は一切の責任を負いません。

本書に記載された内容はいずれも、情報の提供のみを目的としております。したがって、本書を参考に
した運用は必ずご自身の責任と判断において行ってください。

本書に記載されている情報は、とくに断りがない限り、2025年12月の原稿執筆・確認時点での情報に基
づいています。ご使用時には変更されている場合があります。あらかじめご了承ください。

本書で扱うデータセットは、メディア芸術データベース（Media Arts Database, MADB）に基づいて作成
しました。当該データベースは文化庁により構築され、本書原稿執筆時点で、独立行政法人国立美術館
国立アートリサーチセンター（NCAR）により運営されています。同データベースは、国立国会図書館など
の公開情報に基づいています。

本書に掲載する解説および分析・可視化結果は著者独自のものであり、データ公開元ならびに登場する
作品・作者・それらの関係者とは直接の関連はありません。

本書は、読者の方々がデータ分析および可視化のしくみを理解し、実践できるようになるための情報提
供を目的とし、実在するデータを題材に、分析・可視化のプロセスを取り上げています。多くの人に親
しみのある領域の一つとしてMADBのデータを使用していますが、これは技術の解説を目的としたもの
であり、特定のコンテンツやクリエイターの評価や推奨、関与を意図したものではありません。

The dataset used in this book was created based on the Media Arts Database (MADB). The 
database was originally developed by the Agency for Cultural Affairs and, at the time of writing, is 
operated by the National Center for Art Research (NCAR), part of the National Museums of Art, 
Japan. It is constructed from publicly available information provided by institutions such as the 
National Diet Library.

The explanations, analyses, and visualizations presented in this book are the author’s original work 
and are not directly related to the database providers, the featured works, authors, or any associated 
parties.

This book aims to provide readers with a practical understanding of the mechanisms of data analysis 
and visualization by illustrating their processes using real-world data. The MADB dataset is used 
here as one example from a field familiar to many readers. Its use is solely for technical explanation 
and does not imply any evaluation, endorsement, or association with specific contents or creators.

	⁃ 出典	 メディア芸術データベース（MADB, 文化庁／NCAR）
	⁃ 使用データ	 MADBデータセット（v1.0, GitHubリポジトリ）
	⁃ 最終確認日	 2025年8月16日

	⁃ Data source	 Media Arts Database（Agency for Cultural Affairs / NCAR, Japan）
	⁃ Data used	 MADB Dataset (v1.0, GitHub repository)
	⁃ Last accessed on	 August 16, 2025

URL  https://github.com/mediaarts-db/dataset/tree/1.0
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はじめに

　本書は、マンガ・アニメ・ゲームのデータを使って、楽しくデータ可視化の基礎を学ぶ本です。
　データ可視化とは、複雑なデータを人間が見てわかる表現に変換できる技術です。天気予報の
図や経済ニュースのグラフ、感染症の推移を表すチャートなど、私たちの周りにはたくさんの例
があります。小学校で習った棒グラフや折れ線グラフもその仲間です。いまや学校でも仕事でも、
データを的確に捉

とら
えてわかりやすく伝える力は欠かせません。現代社会において、データ可視化

は多くの人にとって身につけておきたい重要なリテラシー・教養の一つと言えるでしょう。
　ただ、いざ学ぼうとすると「理論」と「実践」、2つのハードルが現れます。
　理論面のハードルは、必要な知識の幅広さです。大量のデータを扱うための「情報科学」や人が
どのように物を見るかを知る「認知科学」など背景に広がる学問は多岐にわたります。初学者の段
階でこれらをすべてを学ぼうとすると、その情報量や種類に圧倒されてしまうかもしれません。
　実践面のハードルは、作業の地道さや時間です。分析には、データを集め、整え、加工する大量の
データ処理作業が不可欠です。筆者もかつて個人的に、当時人気があったタレントの画像を集め
て分析してみようとしたことがありますが、数百枚もの画像データを手作業で整理する段階で「貴
重な時間を使って何をやっているんだろう」と我に返り、挫折してしまった経験があります。「な
んとなく好き」という程度の動機では、データ分析特有の長時間の作業を行うのは困難でした。
　本書は、データ可視化・データ分析に興味を持ち、この2つのハードルを楽しみながら乗り越
えてみたい方々に向けて執筆しました。
　理論面では、難しい数式やグラフの書き方よりも「なぜその形なのか」に重点を置いて解説しま
す。たとえば「なぜ棒グラフは棒で、折れ線グラフは線なのか」。人間の目のしくみから理由を知
ることで、誰かに誤解なくメッセージを届けるための「伝わる表現」が自然と身につきます。
　実践面では、モチベーションを維持できるよう、多くの人に馴

な
染
じ

み深
ぶか

いマンガ、アニメ、ゲーム
のデータを対象としました。はじめての大規模なデータ処理も、自分の好きな作品などのデータ
であれば、宝探しのようにワクワクする作業へと一変するでしょう。本書のGitHubリポジトリに
は環境構築用のDocker設定ファイルと前処理済みのデータを格納してありますので、コンピュー
タとネットワークがあれば気軽に分析・可視化の世界に飛び込めます。
　最後に本書を通して伝えたいのは、データ可視化が持つ本来の「楽しさ」です。自分の手でデー
タを加工し、これまで見えなかった作品の特徴や傾向が浮かび上がってきたとき、言葉にできな
い達成感と感動があります。筆者自身、マンガデータを分析することで新たな発見があり、より
いっそうマンガが好きになるという自分にとって快適なループの中にいます。
　あなたには、データを眺めるだけで心が躍

おど
る、そんな興味・関心の対象はありますか。もしあ

るなら、ぜひそれを入り口にしてデータ分析・データ可視化を始めてみてください。また、もし
興味・関心の対象がマンガやアニメ、ゲームであるなら、本書はきっと楽しめる1冊になるはず
です。本書をきっかけにみなさんのオリジナルの新たな分析・可視化の切り口も模索してみてく
ださい。さあ、自分の手でデータを可視化することで、大きく広がる世界を体験してみましょう。

� 2025年12月　著者
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本書について

　本書は元 「々マンガ・アニメ・ゲームといった豊かな創作物のデータを、自分で可視化できたら
どんなに楽しいだろう」という著者の思いから生まれた企画です。この分野のデータ分析には正解
がないことも多いため、本書の構成やアプローチは著者の個人的な経験と視点に基づいています。
　なお、本書著者は勤務先の規程により本名や所属先を出さず、ペンネーム「Kakeami」で執筆し
ています。分析内容や見解は著者個人に属し、所属する組織・団体の公式見解ではありません。
　本書で扱うデータは、著作権法を遵守した上で参照・分析を行いました。偉大な作品を生み出
してくださった創作者・関係者の方々に深く敬意を表しつつ、データを通じて見えてくる新しい
視点を読者と共有することを目指し、データ可視化・データ分析の解説を行いました。

※本書著者へのメッセージ、本書のご感想・ご意見は出版社までお送りください。編集部に届いた読者の方々からのメッセ
ージは、企画・制作の参考にさせて頂きます。連絡先や注意事項、個人情報の取り扱いについては奥付を参照してください。

本書の想定読者について

　本書は、楽しみながらデータ可視化の基礎を学びたい方を対象としています。データセットと
して「メディア芸術データベース」（MADB）などを活用し、おもに少年マンガやアニメ・ゲームの
データを扱います。そのため、これらのジャンルに関心がある方であれば、よりスムーズに読み
進められるはずです。もちろん、少女マンガや映画、特定のゲームジャンルなど、他のアプロー
チに関心がある方にとっても、データの集め方や分析の考え方は応用できます。みなさんご自身
の好きな作品に置き換えながら読んでみてください。

前提知識について

　本書の前提知識として、中学数学レベルの用語（X軸・Y軸、凡例など）は解説なしで使用しま
す。分析にはPythonやシェルコマンドを使用します。紙幅の都合上、基本操作を一から解説する
ことはできませんが、本書の進行に必要な事項は都度解説します。プログラミング経験があれば
スムーズですが、必須ではありません。本書読者の方々のお手元のPCで再現できるよう、GitHub
にて環境（Docker）を公開しています。セットアップ方法はサポートサイトを参照してください。

本書のスコープ（対象範囲）について

　本書は、データをわかりやすく伝えるための「可視化手法」に焦点を当てています。おもな対象
は、PCのモニタや紙面で見ることができる2次元の静的なグラフ（棒グラフや散布図など）です。
そのため、たとえば、VR（仮想現実）・AR（拡張現実）などの3次元空間表現、美観が優先される
インフォグラフィックや高度なビジネスダッシュボードのデザイン、地図上の可視化やテキスト
マイニング（ワードクラウド等）のようなトピックは本書では扱いません。
　本書では美しさや外観は追求できませんが、データの構造を正しく捉える「論理的なわかりやす
さ」を重視することで本質を深く理解できるように解説します。より専門的な表現や特別な可視化
に興味がある方は、本書を足がかりに専門書へとステップアップしてみてください。
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本書の構成

　本書の構成を 図0.A  に示します。本書・上巻と合わせて、別に下巻があります。これらは通読
を想定した解説も一部ありますが、それぞれ独立して読むことができます。上巻は「基本」、下巻
は「応用」に焦点を当てています。
　上巻は大まかに3つのパートで構成されています。第一のパートでは、データ可視化に関する
導入を行います。1章では、データ可視化の定義、目的、ツールについて概説します。2章では、
データ可視化の構成要素、手法、そして留意点について触れます。多少退屈かもしれませんが、
本書の土台となる知識を解説する非常に重要なパートです。
　第二のパートでは、作業のイメージを伝えるため、さっそくマンガデータを使ったハンズオン
を行います。3章では、下準備となるデータの取得、前処理、基礎分析を取り上げます。4章で
は、これを受けて、本書で扱うデータ可視化手法を一つ一つ適用します。包括的な解説は下巻で
行いますので、習うより慣れろの精神で、まずは分析工程を一通り体験してみましょう。
　第三のパートでは、データ可視化を実践する上での基本技術を取り扱います。5章では、本書
で使用するPython・Pandas・Plotlyについて概説します。6章では、データの取得・前処理・基
礎分析についてアニメ・ゲームデータを例に解説します。とくにアニメデータに関しては、異な
るデータソースを組み合わせるケースを取り上げています。7章では、上巻のまとめとしてデー
タ可視化の主要な概念をおさらいするとともに、続編の下巻で取り扱う内容の一部を紹介します。

　下巻についても簡単に紹介します。下巻は、応用を志向した2つのパートで構成されています。
第一のパートでは、リファレンスとして利用することを想定し、質的変数の 量 、量的変数の

図0.A	 本書の構成

導入

1章 データ可視化への招待

リファレンス

1章 量を見るための手法

2章 分布を見るための手法

総まとめ

5章 メディア展開データの
　　前処理

6章 メディア展開データの
　　可視化

3章 内訳を見るための手法

4章 関係を見るための手法

2章 データ可視化の構成要素と手法

ハンズオン

3章 マンガデータの前処理 4章 マンガデータの可視化

上巻 下巻

基本・準備

5章 Python/Pandas/Plotlyの基礎

7章 データ可視化の未来

6章 アニメ・ゲームデータの前処理
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分布 、質的変数の 内訳 、変数間の 関係 を見るための各可視化手法を包括的に解説していま
す。第二のパートでは、原作作品の映像化などの昨今の時流に合わせて、メディア展開データを
用いたハンズオンを行います。大規模なマンガ作品とアニメ作品のデータの対応付けや、必要な
データが得られない場合など、実務におけるデータ分析でも欠かせない発展的な内容を扱い、実
践的なデータ可視化スキルと知識を身につけることを目指します。

本書の登場人物

　データ可視化を楽しく学べるように、本書ではN博士とAさんとともに解説を行います 。
　N博士はデータ分析・可視化に関する知識が豊富な先生です。データ可視化の理論や技術一般
に関してコメントします。一方、マンガ・アニメ・ゲームに関してはあまり詳しくありません。

　Aさんは、データ可視化を学ぶ学生です。本書を通して学ぶ過程で、N
博士に疑問をぶつけながら、少しずつスキルを身につけていきます。N
博士とは対照的に、マンガ・アニメ・ゲームに関する知識（ドメイン知
識　▶ 本文を参照）は豊富です。事前知識がデータの解釈にどう活かされ
るか、ぜひ注目してください。

紙面の体裁について

　本書では、グラフの役割を直感的に理解できるように、 量  分布  内訳  関係 の4つの分
類ごとにテーマカラーを設定しました。また、じっくりと読み進められるよう、長時間見ても目
に負担がかかりにくい、彩度を抑えた配色を採用しています。
　掲載しているグラフは、すべて本書のために著者が作成したオリジナルデザインです。
　作品名の表記（カギカッコ等）やプログラムコードについては、読みやすさ・見やすさを優先し
て一部簡略化している箇所があります。あらかじめご了承ください。

記法

　本書ではJupyter NotebookのようなインタラクティブなPython環境における入出力を表現す
るために、次のような記法を用います。

import this

　上記のように囲まれた部分は、Pythonへの入力コマンドを表します。たとえば上記の例では、
import thisというコマンドをPythonに入力したことを表します。

The Zen of Python, by Tim Peters

Beautiful is better than ugly.
# 以下略

　上記はPythonからの出力を表します。#で始まる行はコメントを表します。Pythonの入出力で

がんばるぞ！

可視化の世界へようこそ

N博士 Aさん
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はなく、それを解釈するため筆者が追加した補足情報です。
　シェルコマンドを実行する際は、次のように表現します。

shell
ls

01.md  03.md  05.md  07.md  images
02.md  04.md  06.md  appendix.md tables

　シェルコマンドとは、OS（Operating system）上で動作するシェルに直接命令を与えるための
コマンドです。シェルは、ユーザーとOSの間のインターフェースとして機能し、ファイルやデ
ィレクトリの操作、プログラムの実行など、さまざまなタスクを行うことができます。
　たとえばlsは、現在のディレクトリにあるファイルやディレクトリの一覧を表示するシェルコ
マンドです。本書では、Pythonの処理結果を確認する際や、ちょっとしたファイル操作を行う際
にシェルコマンドを利用することがあります。都度必要最低限の解説を加えているため、本書を
通読する上でシェルコマンドに関する事前知識は不要です。
　解説上の理由で、Pythonインタープリタから直接シェルコマンドを実行することがあります。
そのような場合は、以下のようにコマンドの先頭に!をつけて実行します。

!ls

01.md  03.md  05.md  07.md  images
02.md  04.md  06.md  appendix.md tables

　紙幅の都合でシェルやシェルコマンドについては詳しく取り上げられないため、詳しく知りた
い方は別途専門書などを参照してみてください。

本書の想定する環境について

　本書の動作確認を行った筆者の環境は以下のとおりです。

	⁃ macOS Monterey（v12.5）
	⁃ Docker ver. 20.10.17, build 100c701
	⁃ Docker Compose ver. 1.29.2, build 5becea4c
	⁃ Git ver. 2.39.0

　本書発売時点で、本書の内容を再現するためにサポートサイトで動作確認可能なセットアップ
済みの環境を公開しています。サポートサイトは本書とは別の補足の位置付けで、発売後、事前
の告知なく変更や公開停止を行う場合がありますのであらかじめご了承ください。
　サポートサイトのセットアップ済みの環境は仮想環境での実行を前提とし、事前に下記がイン
ストールされている必要があります。詳しくは、サポートサイトを参照してください。

	⁃ Docker
	⁃ Docker Compose
	⁃ Git
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 ［参考］上巻・下巻で登場するデータファイルとデータの規模

　上巻・下巻を通じて読者の方々に向けた解説を目的として、大規模なものを含め、さまざまな
データファイルを作成し、データ分析・データ可視化の対象としました。その参考までに、概要
や規模、上巻・下巻におけるおもな登場箇所を 表0.A にまとめました。

表0.A	 上巻・下巻で登場するデータファイルとデータの規模

データファイルの概要と規模 本書内のおもな登場箇所
分類 ファイル名 内容 サイズ［バイト］ 行数 列数 前処理 基礎分析 可視化

マンガ cm_ce.csv マンガ各話 40359218 180076 16 ㊤3 ㊤3 ㊤4
㊦1-4

マンガ cm_cc_crt.csv マンガ作品とマンガ作者の関係 933725 7909 11 ㊤3 ㊤3 ㊤4
㊦1-4

アニメ an_ae.csv アニメ各話 11352663 111041 7 ㊤6 ㊤6 ㊦1-4

アニメ an_ac_act.csv アニメ作品と声優の関係 3271124 30492 10 ㊤6 ㊤6 ㊦1-4

アニメ an_ac_crt.csv アニメ作品と原作者の関係 144567 1494 8 ㊤6 ㊤6 ㊦1-4

ゲーム gm_pkg_pf.csv ゲームプラットフォームと
ゲームパッケージの関係 4956838 35675 7 ㊤6 ㊤6 ㊦1-4

メディア
展開 mix_ae_crt.csv アニメ各話とマンガ作者の関係 2500825 12700 15 ㊦5 ㊦5 ㊦6

メディア
展開 mix_ce_ac.csv マンガ各話とアニメ作品の関係 39733563 181681 25 ㊦5 ㊦5 ㊦6

※ 例  ㊤3：上巻3章
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